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まちづくりの目標 評価項目 指標 基準値 (R�) 目標値 (R��)

住環境

安全で心がやすらぎ、多様な
暮らし方ができる住環境を
整える

市 民 満 足 度 住んでいる地域の暮
らしに満足している
市民の割合（※１）

人 人

生活サービスの
持続的な提供

市街化区域内の人口
密度

自然環境

緑や水辺を大切に守り育み、
未来に引き継ぐ

市 民 満 足 度 緑に親しめる場所・空
間に満足している人の
割合（※２）

緑や水辺の保全 都市計画区域内の緑
被率（※２）

移動

行きたい場所に気軽に行く
ことができる移動のしやす
さを整える

市 民 満 足 度

公 共 交 通 に よる
移動手段の確保

円滑に市内を移動する
ことができると感じる
市民の割合（※３）

市内を運行する鉄道・
バスの利用者数（※１）

楽しさ

お気に入りの場所を増やし、
日々の楽しさをつくる

市 民 満 足 度 日々の暮らしに「楽し
さ」を感じている市民
の割合（※１）

魅力的な拠点の形成 三郷駅前地区市街地
再開発事業の進捗率

まち育て

「やってみたい」を発掘し
て、みんなでまちを育てる

市 民 満 足 度 地域社会や人とのつな
がりがあると思う市民
の割合（※１）

地域活動への関わり ボランティア活動・
市民活動をしている
市民の割合（※３）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅲ

Ⅳ

87.0 %

65.8人/ ha

59.1 %

33.0 %

85.3 %

12,290 千人

75.6 %

2.0 %

48.5 %

15.3 %

90.0 %

65.8人/ ha

64.0 %

33.0 %

86.0 %

13,619 千人

85.0 %

100.0 %

60.0 %

20.0 %

本計画の進行管理に当たっては、まちづくりの理念「ともにつむぐ 笑顔あふれる 公園都市」の実
現に向け、第３章で設定した５つの目標の達成状況を評価するための目標値を設定します。

基準値は、本計画の策定時点で取得・算出が可能な数値を用いて設定します。
目標値の達成状況の評価分析に当たっては、評価を行う時点で取得・算出が可能な数値を用いて行

います。

※１　尾張旭市第六次総合計画・実施計画との整合指標
※２　尾張旭市緑の基本計画との整合指標
※３　まちづくりアンケートから取得

目標値の設定
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進行管理 • 見直し

本計画は、概ね 20 年後の都市の姿を展望したうえで、まちづくりの目標や方針を定めたもので 
す。計画の進行管理に当たっては、以下のＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき、目標の達成状況の 
評価分析を行います。

また、中間年次においては、上位計画の見直しや本市を取り巻く社会情勢の変化を踏まえ、必要 
に応じて適切な見直しを行います。

Plan
計画 Do

実行

Check
評価・分析

Action
改善

PDCA

計画の策定や見直しを
行います。

改善策をはじめ、
新たな方針や取組を
検討します。

まちづくりの目標達成に
向け、方針に基づき取組
を実施します。

目標達成状況を確認し、
評価・分析します。
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巻末資料



市 民

・市民アンケート
・ワークショップ
・パブリックコメント

庁内策定部会
（関係部署課長職員）

・計画書の検討

事務局
（都市計画課）

・計画書の作成
・会議の運営

策定検討会議
（学識経験者、各種団体代表者）

・専門的な見地からの検討

都市計画審議会
市 長

市議会

報告・指示

検討

参画

報告

諮問・答申

任命区分 役職等 氏名

学識経験者 愛知県立芸術大学美術学部 教授 水 津 功

学識経験者 名城大学理工学部 教授 鈴 木 温

学識経験者 愛知工業大学工学部 准教授 川 口 暢 子

各種団体 尾張旭市商工会 加 藤 健二郎

各種団体 尾張旭市農業委員会 櫻 井 由 典

各種団体 社会福祉法人尾張旭市社会福祉協議会 野 村 治

各種団体 尾張旭市地域婦人団体連絡協議会 松 原 し ず

各種団体 尾張旭市地域活動連絡協議会 奥 村 紀代子

各種団体 尾張旭市防災リーダー会 水戸部 茂 樹

策定体制

　本計画の策定に当たっては、学識経験者や各種団体代表者で構成する「尾張旭市都市計画
マスタープラン策定検討会議」及び庁内検討組織として「庁内策定部会」を設置し、検討を
進めました。また、市民アンケートや市民ワークショップ等を通じて、今後のまちづくりに
対する様々な意見をお聞きし、本計画に定めたまちづくりの理念や目標、各種方針の検討に
活用しました。

尾張旭市都市計画マスタープラン策定検討会議　構成員名簿



年月 会議等 市民ワークショップ等
令和５(2023)年度 11月 ・市民アンケート

令和６(2024)年度 ５月 ・第１回 庁内策定部会
・第２回 庁内策定部会

６月 ・第３回 庁内策定部会

７月 ・第４回 庁内策定部会 ・第１回 市民ワークショップ

８月 ・第１回 都市計画マスタープラン策定検討会議
・都市計画審議会（報告）

・第２回 市民ワークショップ

10月 ・第３回 市民ワークショップ

11月 ・第５回 庁内策定部会 ・第４回 市民ワークショップ

12月 ・第６回 庁内策定部会

１月 ・第７回 庁内策定部会

２月 ・第２回 都市計画マスタープラン策定検討会議

３月 ・都市計画審議会（報告）

令和７(2025)年度 ７月 ・第８回 庁内策定部会

８月 ・第３回 都市計画マスタープラン策定検討会議

10月 ・第４回 都市計画マスタープラン策定検討会議

12月 ・都市計画審議会（報告） ・パブリックコメント

２月 ・第９回 庁内策定部会
・第５回 都市計画マスタープラン策定検討会議

３月 ・都市計画審議会（諮問）

策定の経緯

尾張旭市都市計画マスタープラン策定検討会議会長
水　津　　　功

予測の難しい時代の都市計画

都市計画の目標は時代とともに少しずつ変わってきました。少子高齢化や新しい技術の発展、価
値観や暮らし方の変化によって、今後も私たちの毎日の生活も大きく変わるかもしれません。今日
の都市づくりでは、人と人とのつながりの中で「このまちは住みやすい」「ここに暮らしてよかった」
と感じられることが大切だと考えています。「公園都市」という考え方には、森林公園や矢田川、田
んぼや畑、家のそばの小さな緑まで、身近な自然を大切に守り、これからも上手に使っていきたい
という思いが込められています。人が素晴らしいと感じる都市とは、そこにいる人がいきいきと暮ら
している風景が見える都市だと思います。人と人がつながり、ともに楽しみ、喜びを分かち合うた
めの取組を支えていくためのマスタープランにしたいと考えました。




